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総 説

噴火災害による人的被害の動向

井奈波良一
岐阜大学大学院医学系研究科産業衛生学分野

（平成 26 年 11 月 20 日受付）

要旨：【目的】日本における近年の噴火災害による人的被害の動向とその要因等を明らかにする．
【方法】新聞報道，気象庁等の資料を用いて文献研究を行った．
【結果】1．2014 年の御嶽山の噴火は戦後最悪の火山災害を引き起こした．2．御嶽山噴火による

登山者の死因は，噴石が当たったことによる損傷死がほとんどであり，火山ガス中毒による窒息
はなかった．3．噴火災害における救助・捜索活動では，高山病や低体温症など二次災害発生に注
意する必要がある．4．噴火等の避難に係る火山防災体制を見直す必要がある．
【結論】今後も，火山噴火災害対策を推進する必要がある．

（日職災医誌，63：324─328，2015）
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はじめに

わが国には，現在，110 の活火山があり，世界でも有数
の火山国である１）．火山は時として大きな災害を引き起こ
す１）２）．2014 年 9 月 27 日（土）午前 11 時 52 分，岐阜県と
長野県の県境にある御嶽山が噴火（マグマで地下水が熱
せられて起こる水蒸気爆発）し，登山者 57 名が死亡し，
6 名が行方不明となるなど戦後最悪の火山災害となっ
た３）．長野県警の災害対策本部によれば同日午後 2 時 20
分の時点で山頂に約 150 名以上，剣が峰付近に 100 名以
上が取り残されていた４）．

そこで，今回，著者は，近年の噴火災害による人的被
害の動向とその要因等を明らかにする目的で文献研究を
行った．

噴火災害の発生状況

気象庁３）５）によれば，火山活動によって 10 名以上の死者
や行方不明者が出た災害は，明治時代以降でも全国で相
次いでいる．このうち 1888 年 7 月には福島県の磐梯山
で，噴火によって山体崩壊が起こり，ふもとの集落が埋
まって死者は 400 名以上に上るとされている．また 1900
年 7 月には同じ福島県の安達太良山で，水蒸気噴火が起
きて火口付近の硫黄採掘所が全壊し， 72 名が死亡した．
1902 年の 8 月には伊豆諸島の伊豆鳥島で，水蒸気爆発が
起き，125 名の島民全員が死亡した．鹿児島県の桜島で，
1914 年 1 月 12 日に起きた「大正大噴火」では，噴火に伴

う地震などで死者，行方不明者は 58 名に上った．1926
年には北海道の十勝岳で，噴火によって雪が溶け，泥流
となって流れ下る「融雪型火山泥流」が発生し，死者，
行方不明者は 144 名に上った．1940 年 7 月に伊豆諸島の
三宅島で，マグマ噴火が起きて溶岩流や火山弾によって
11 人が死亡したほか，1952 年 9 月には，伊豆諸島の岩礁

「ベヨネース列岩」で，海底噴火が発生し，調査中の観測
船の乗組員 31 人全員が死亡した．さらに 1958 年 6 月に
起きた熊本県の阿蘇山の噴火では，12 人が死亡したほ
か，1991 年に起きた長崎県の雲仙普賢岳の噴火では，火
砕流によって死者，行方不明者は報道関係者や消防関係
者など 43 名に上っている．

噴火災害による人的被害の要因

噴火災害の原因となる火山現象には，降灰・噴石，火
砕流，火山泥流，山体崩壊・岩屑なだれ・津波，溶岩流・
火山ガス・地震などがある２）．

噴火の危険性に関して，穂刈６）によれば火山噴火時の噴
煙（高温の空気と火山ガスに比較的細かい火砕物が混
じったもの２））の速さは，一般的に時速数十 km から百
km を超えることがあり，広範囲に及び視界を奪うため
山道で逃げ切るのは困難である．

さらに火口を埋めていた岩石や古い溶岩が噴火によっ
て吹き飛ばされ，岩塊として落下する噴石や上空に放出
された溶岩の塊が回転しながら落下して弾丸状になった
火山弾が直撃すれば命取りになる６）．石原７）によれば，噴
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石の大きさは数 cm からこぶし大くらいで，大きいもの
では軽トラックくらいのものもある．その速さは，速い
時は秒速 150～200m くらいになる．降灰に関して，密度
は雪の 5～10 倍あり，さらに水蒸気爆発で灰に水分が含
まれたとしたら，粘土のように粘りも出てくる．

石峯７）は，今回の御嶽山の噴火で，多くの登山者が巻き
込まれた現場における生存者の証言から，現場が一気に
噴煙に包まれ，大量の噴石に襲われた状況がうかがえる
ことから，登山者が噴石の直撃を受けるなどして倒れ，
40～50cm の火山灰に埋まって心肺停止に至った可能性
を指摘している．さらに火山灰による窒息と火山ガスに
含まれる硫化水素による中毒もその原因として挙げてい
る．菊川６）は，灰はマグマが冷えて固まった粒子であり，
肺に付着すると呼吸困難を引き起こし，気道を熱傷した
場合は窒息して動けなくなる恐れがあるとしている．検
視に関わった医療関係者８）や信州大法医学の浅村秀樹教
授９）によれば死亡が確認された 57 名の死因は，20 名は頭
部や首に噴石が当たったことによる即死であり，35 名が
頭や胸など複数カ所に噴石が当たるなどした外傷性
ショック死や多発外傷の疑い（以上損傷死），1 名が気道
熱傷，残り 1 名が死因不詳で，火山ガス中毒による窒息
で死亡した者はいなかった．

噴石による過去の死亡例としては，1941 年に浅間山で
1 名，1962 年には十勝岳で火口縁の鉱山事務所が破壊さ
れて 5 名，1974 年に新潟焼山で 3 名などがある７）．

灰は大きくても 2mm ほどで，ガラス片のように鋭利
で酸性を帯びており，目に入れば，角膜を傷つけ，ゴロ
ゴロしたり，かゆみや痛み，充血が起きたりし，こすれ
ば結膜炎になる危険性がある６）７）．

火山では，地下から上昇してくるマグマが周辺の岩石
から硫黄を溶かして取り込み，硫黄は噴火で圧力が低下
するとマグマから離れて火山ガスとして噴出する．硫黄
を含むガスには二酸化硫黄もあるが，水蒸気爆発では温
度が低いため，硫化水素の方が発生しやすい１０）．健康に影
響が出ない「許容濃度」は 10ppm で，350ppm を超える
と生命が危険となり，700ppm を超えると呼吸麻痺，昏
睡，呼吸停止，死に至る１１）．御嶽山噴火災害救出活動中に
も硫化水素が観測され，救出活動が困難化し１２），1997 年
に福島県の安達太良山を登山中の 4 名が死亡する事故が
起きている１３）．一方，二酸化硫黄は，100ppm を超えると
生命の危機につながる１４）．気象庁は，今回の御嶽山噴火で
も山頂より約 10km 離れた場所で大気を分析し，山頂付
近から 1 日 300～700 トンの二酸化硫黄が噴出していた
ことを発表した１５）．2000 年噴火した三宅島でも噴出が続
き，長期にわたって住民が避難した１３）．

二酸化炭素や一酸化炭素は，谷やくぼんだところにた
まり，酸欠の原因になることがある１３）．

堆積した火山灰に雨が降ると土石流が起きる危険性が
ある１６）．また，今回の御嶽山噴火でも，水蒸気などの動き

を示す火山性微動が再び大きくなるとともに，空気の衝
撃が遠くまで伝わる「空振」が観測されるようになっ
た１７）．空振の圧力が 50 パスカル以上になると窓ガラスが
割れる恐れがある１６）１７）．

御嶽山の噴火による負傷者の多くが，熱風や熱い灰を
吸い込んだため，のどなどに「気道熱傷」を負っていた１８）．

岩下３）は，御嶽山噴火で大けがをした者の多くが寒く暗
い山中で，痛みを訴える者や亡くなった者に囲まれて一
晩を過ごしていて，強い精神的なストレスにさらされた
と見られ，精神的なケアが必要になるのではないかとし
ている．

今回の御嶽山噴火による災害は，紅葉シーズン，8 月悪
天候の反動で多くの登山者が入山，頂上に日帰りの登山
客が最も多い時間帯，好天，週末の土曜日など，といっ
た最悪のタイミングで御嶽山が噴火し，被害が拡大し
た１９）２０）．また，気象庁は，御嶽山噴火前に火山性地震が増
えたことから，県や市に今後の火山活動の推移に注意す
るよう呼びかけていたが，どのように防災に活用するか
の明確な定めがなかったため自治体の対応に差が出，さ
らに情報では登山者にどのような行動をとるべきかを示
していないことから，多くの登山者には十分に伝わって
いなかったとみられている３）．

読売新聞のまとめ２１）によれば，噴石などから身を守る
コンクリート造の退避壕やシェルターがあるのは，47
火山のうち，浅間山（群馬県，長野県）など 12 火山であ
り，過去に噴石で死者が出た十勝岳（北海道）や吾妻山

（福島県，長野県）でも設置されていない．御嶽山の火口
周辺では，身を隠せる場所は神社と山小屋だけだった．
鳥海山（山形県，秋田県）では，4 合目の山小屋が老朽化
のため 12 年に閉鎖されるなど，避難場所が十分に確保で
きるかという問題もある２２）．

上田２２）によれば，登山届を出すことによって，早期の認
知に加え，捜索活動がスムーズに行くことも期待されて
いる．しかし現在，登山届の提出は法律で義務づけられ
てはいない．登山客が自主的に，団体名やルート，日程，
緊急連絡先などを記入して県警に提出する．最寄りの交
番や登山口でも受け付けている．御嶽山の噴火では，登
山届の提出が確認されず，遺体の身元確認に時間がか
かったとされる．これを教訓として，岐阜県では 2014
年 12 月に登山届提出を義務づける条例を制定する方針
で，長野県も条例制定を視野に入れて検討している．2008
年からは，県警のホームページから登山届けを手軽に提
出できるようになったが，いまだに提出しない者も少な
くないという．したがって，これらの条例の実効性に疑
問が残る．

噴火災害現場における二次災害

噴火災害における救助・捜索活動では，二次災害発生
に注意する必要がある．過去の噴火後の活動は，いずれ
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も麓での活動で，今回の御嶽山頂付近の活動は異例であ
る．御嶽山の救助・捜索活動における二次災害の主な要
因として，①再噴火，②有毒な火山ガス，③高山病の危
険性，④降り積もった火山灰，⑤降り落ちる噴石，噴煙
などが上げられる２３）．このうち火山ガスは，最も警戒を要
する．自衛隊は，高熱の噴石にも耐えられる装甲車を投
入したが，二酸化硫黄に対応できる防護マスクを持って
いなかったため，緊急調達し，現地に持ち込んだ．さら
に有力な輸送手段であるヘリコプターは，火山灰を吸い
込むと大事故につながる危険性があり，山頂付近は着陸
場所の確保が難しかった２３）．小川２４）は，降雨ですぐに土石
流が発生するわけではないが，降って間もない火山灰は
固まっておらず，わずかな雨でも土石流が発生し，二次
災害につながる危険性があるとしている．実際，警察に
よれば標高 300 メートルの御嶽山頂付近は台風による雨
でぬかるんだ火山灰に覆われ，首までぬかるみにはまる
所もあり，捜索隊員の中には，高山病や低体温症になっ
た者もいた３）．長野県の対策本部は，2014 年 10 月 16 日山
頂付近で 5 センチの積雪が確認されるなど捜索の環境が
日を追って厳しくなってきたことから捜索を中止し，
2015 年春以降，再開する方針を決めた３）．

地震と火山噴火

20 世紀以降に世界で発生した M9 クラスの巨大地震
の後は，数年以内にそれらに誘発されたと考えられる火
山噴火が例外なく発生している１）．東日本大震災以降，北
海道から九州に至る 21 火山の地下で，噴火の前兆の可能
性がある地震が観察され，過去 300 年間噴火していない
富士山でも，地下の動きが一時的に活発になった．震災
後，火山が列状に集中する火山フロント（前線）から離
れた御嶽山は平穏だったが，近くの乗鞍岳や焼岳ではマ
グニチュード 3～4 級の地震が相次いで起きた２５）．中禮２５）

は，三陸沖で巨大地震が起こると，2～3 年経ってから平
穏だった火山が噴火するという特徴があったことから，
東日本大震災が御嶽山の噴火を誘発した可能性があると
している．

火山防災協議会

国全体の火山防災の基本方針を定めた防災基本計画
（火山災害対策編）と噴火時等の避難に係る火山防災体制
の指針に基づき，各火山の地元の都道府県等は，都道府
県，市町村，気象台，砂防部局，火山専門家等で構成さ
れる火山防災協議会を設置し，平常時から噴火時の避難
について共同で検討を行っている．火山防災協議会での
共同検討の結果，火山活動の状況に応じた避難開始時
期・避難対象地域が設定され，噴火警戒レベルに応じた

「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」が市町村・
都道府県の「地域防災計画」に定められた火山で，噴火
警戒レベルの運用が開始（導入）される２６）．

噴火警戒レベルが運用されている火山では，平常時の
うちに火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難
対象地域の設定に基づき，気象庁は「警戒が必要な範囲」
を明示し，噴火警戒レベルを付して，地元の避難計画と
一体的に噴火警報・予報を発表する．市町村等の防災機
関では，あらかじめ合意された範囲に対して迅速に入山
規制や避難勧告等の防災対応をとることができ，噴火災
害の軽減につながることが期待されている２６）．

御嶽山の噴火災害を受けて気象庁が常時監視している
47 火山のうち，火山防災協議会が置かれていなかった 14
火山にも，2014 年度内に協議会が設置される見通しと
なった２７）．

おわりに

御嶽山の噴火は，気象庁が警戒レベル 1（平常）と判断
する中で起きたが，火山噴火予知連の藤井会長は「警戒
レベルをレベル 2（火口周辺規制）に上げていたら，これ
だけの被害は出なかったのは事実．水蒸気噴火の予知は
困難だが，警戒レベルの引き上げ方や情報伝達のあり方
を検証する必要がある」としている２８）．内閣府の防災担当
も現在の「噴火等の避難に係る火山防災体制の指針」が
不完全であることを認めた上で，「突然の噴火への対応
は，これから検討していかなければならない」としてい
る２９）．松山３０）は，抜本的には，大学と気象庁など国の機関
で分業されている現在の火山観測を統合し，監視，防災，
研究，教育を一元的に手がける新しい機関を作り，職員
や全国の大学院生を教育しながら火山監視に当たること
を提案している．したがって，今後も，火山噴火災害対
策を推進する必要がある．

利益相反：利益相反基準に該当無し
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Trend of Victims after Volcanic Eruption in Japan

Ryoichi Inaba
Department of Occupational Health, Gifu University Graduate School of Medicine

To evaluate the trend of victims after volcanic eruption in Japan, studies were performed using newspaper
reports, documents of the Meteorological Agency, etc. As a result, it was revealed that the eruption of Mt. On-
take that occurred in 2014 was the worst volcanic disaster in post World War II. The majority of deaths among
mountaineers were caused by cinders, and there were no instances of suffocation due to volcanic gas poisoning.
During the help and search activities in post disaster, it is necessary to be cautious about secondary disasters
such as mountain sickness or hypothermia. It is necessary to review the refuge-related volcano disaster preven-
tion system. Therefore, it is necessary to promote disaster prevention systems for volcanic eruptions in the fu-
ture.

(JJOMT, 63: 324―328, 2015)
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